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国
登
録
有
形
文
化
財
「
島
家
住
宅

主
屋
」は
、
生
活
の
中
心
と
な
る「
お

も
や
」
と
、
炊
事
専
用
の
「
か
ま
や
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
棟
に
設
け
ら
れ
る

「
分
棟
型
民
家
」の
系
統
に
属
す
る
と

さ
れ
る
曲
屋
風
の
民
家
で
す
。

　
「
お
も
や
」は
桁
行
七
間
、
梁
行
四

間
で
、
茶
の
間
・
中
の
間
・
お
座
敷

・
裏
座
敷
・
納
戸
・
廊
下
・
便
所
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
曲
屋
部
の
「
か

ま
や
」
は
桁
行
六
間
、
梁
間
三
間
半

で
、
玄
関
・
囲
炉
裏
・
炊
事
場
・
か

ま
ど
・
風
呂
・
土
間
・
馬
屋
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
馬
屋
の
上
は
中
二
階

と
な
っ
て
い
ま
す
。
曲
屋
部
の
南
面

屋
根
は
兜
造
風
に
切
り
落
と
さ
れ
、

出
窓
に
は
格
子
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
創
建
は
江
戸
時
代
中
期
で
、「
お

も
や
」
は
幕
末
期
に
改
造
さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
国
登
録
有
形
文
化
財
」

と
は
耳
馴
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
実

は
、
平
成
八
年
度
に
実
施
さ
れ
た
文

化
財
保
護
法
の
改
正
に
伴
っ
て
誕
生

し
た
新
し
い
制
度
で
す
。
目
的
は
、

消
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
近

代
建
造
物
等
を
幅
広
く
保
護
し
、
地

域
の
資
産
と
し
て
活
か
そ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
五
〇
年

を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
の
う
ち

一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
が
登
録
の

対
象
と
な
り
、
届
出
制
と
い
う
緩
や

か
な
規
制
に
よ
っ
て
保
存
を
図
り
、

ま
ち
お
こ
し
や
観
光
へ
の
活
用
を
積

極
的
に
促
す
も
の
で
す
。

　

城
里
町
で
も
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
ア
ー
ト
展
の
開
催
等
、

「
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に
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的

に
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り
組
ん
で
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ま
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。
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一
万
歩
勧
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歩
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そ
の
日
だ
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田
　
綾
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今
年
も
ま
た
春
告
げ
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に
気
を
と
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れ
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七
会
の
ブ
ラ
ン
ド
米
を
よ
り
高
め

米
作
る
と
言
う
意
気
込
み
凄
い
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「
金
メ
ダ
ル
」フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
羽
生
容
姿

よ
し
特
技
ワ
ン
ダ
フ
ル
世
界
に
輝
き
ぬ

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

怪
我
の
あ
と
強
く
も
な
れ
る
可
能
性

あ
り
て
羽
生
結
弦
の
優
勝
決
ま
る

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ

こ
ん
な
に
も
青
空
が
き
れ
い
と
あ
ら

た
め
て
心
臓
手
術
終
え
て
思
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大
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久
子

眠
れ
ず
に
真
夜
開
く
歌
誌
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
思
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に
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ふ
ひ
と
時

　
　
　
　
　 

渡
辺
　
千
紗
子

今
日
一
日
風
強
け
れ
ば
ガ
ラ
ス
戸
は
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を
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「
文
芸
し
ろ
さ
と
」へ
作
品
の
掲
載
を

希
望
す
る
方
は
、
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
作
品
の
種
別
、
④
作
品（
掲
載
は
１
作

品
の
み
）、
⑤
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、

応
募
先
ま
で
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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